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	【会場受講セミナー】  10月2日(金) 開催
	実務で使える分析法 バリデーション入門
	医薬品の分析はその品質を確保し、有効性と安全性を保証するために必要不可欠な一連の操作を担っている重要な任務です。国際潮流においてリスクマネジメントの考え方が医薬品開発のベースとなりましたが、分析法においても近年発出・改訂されましたICH Q14・ICH-Q2ガイドラインにそのスキームが示されているところです。
	本講演ではこうした背景を踏まえ、これから分析法に取り組む初学者を含む研究者を対象として、医薬品開発における分析法の立上げや分析法バリデーションの計画および実施時の重要ポイントを解説し、分析法の実務基盤を習得します。

	期待される効果
	再医薬品開発において確立される各種分析法および分析法ガイドライン（ICHQ14・Q2）の理解 分析法バリデーションの用語習得ならびに進め方についての学習
	講座内容（予定）
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